
□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

廃棄物処理施設整備費積立

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 ごみ処理事業 所管部局 環境部

1 所管
室課

環境政策室 事業名 廃棄物処理施設整備費積立事業

2 所管
室課

事業課 事業名 事業課庁舎管理事業

事業概要

97.4

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

  廃棄物処理施設整備に要する多額の費
用は、世代間で公平に負担する必要があ
ることから、計画的な積立が求められ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

  廃棄物処理施設の建替等に要する費用を基金に積み立てた。

(１)令和７年度積立額
　　　公債利子　　 　23,848,400円
　　　預金利子　　　　　231,176円
　　　一般財源　　　900,000,000円
　　　合計　　　　　924,079,576円

(２)令和７年度末基金残額（R８年度当初基金残額）
　 　　           6,695,302,383円

(３)令和７年度取崩額
                             ０円

決算額
(千円)

802,262 813,538 924,080
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.7 98.3

47.5

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　建築後51年が経過し、施設の老朽化が
課題であったが、令和７年度から大規模
改修を行い対応している。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　事業課庁舎を適切に管理するために、機械警備業務、清掃業務を
実施。また、庁舎を適切に維持するための修繕を行った。

　修繕件数
　　令和７年度　２件
　　令和６年度　６件
　　令和５年度　９件

決算額
(千円)

14,634 14,374 47,494
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.8 99.8

事業課庁舎管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

1/5



□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

■ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

動物の死体等収集運搬

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 ごみ処理事業 所管部局 環境部

3 所管
室課

事業課 事業名 動物の死体等収集運搬事業

4 所管
室課

事業課 事業名 ごみ減量・資源化推進事業

事業概要

90.4

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　ペットだけではなく道路上等で死亡し
ている動物も収集しているため、生活環
境の保全には欠かせない事業である。
　車両１台で収集しており、依頼が多い
時は、収集までに時間がかかることが課
題である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)医療に伴う排出物等収集件数
　令和７年度　272件
　令和６年度　347件
　令和５年度　315件
　

(２)死獣収集件数
　令和７年度　ペット 535件　野良猫等 678件
　令和６年度　ペット 546件　野良猫等 681件
　令和５年度　ペット 662件　野良猫等 743件
　

決算額
(千円)

13,076 13,473 13,473
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
88.0 89.4

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　事業所から排出されるごみの分別を徹
底することで、ごみの排出量を大きく削
減できることから、継続的な啓発が必要
である。
　資源物の持去りパトロールは高い頻度
で行うことにより抑止力を維持できるた
め、現在の頻度を維持する必要がある
が、持去り業者に対しては、警察とも連
携し、より効果的な指導方法を検討する
必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)蛍光灯及び乾電池の収集量
　令和７年度　蛍光灯   764.5㎏　　乾電池 500㎏
　令和６年度　蛍光灯 1,190.5㎏　　乾電池 720㎏
　令和５年度　蛍光灯 1,750.5㎏　　乾電池 643㎏
　

(２)事業所指導件数
　令和７年度　570件
　令和６年度　882件
　令和５年度　728件
　
　
(３)持去り防止パトロール
　令和７年度　指導件数 25件
　令和６年度　指導件数 28件
　令和５年度　指導件数 26件
　

決算額
(千円)

8,472 7,596 8,062
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

公共施設収集運搬委託（水銀使用製品産業廃棄物）、ごみ分別排出啓発、事業所減量・資源化指導

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

2/5



□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

家庭系ごみ収集運搬

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 ごみ処理事業 所管部局 環境部

5 所管
室課

事業課 事業名 家庭系ごみ収集運搬事業

6 所管
室課

資源循環エネルギーセンター 事業名 資源循環エネルギーセンター管理事業

事業概要

94.3

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　直営業務では職員がごみ収集を行うこ
とにより経験による委託業者への的確な
指導や市民ニーズへの対応が可能とな
る。また、災害時等には、直営業務で
培った知識と経験をもとに、迅速に対応
できる体制を維持するため、継続的な職
員採用や適正配置が必要である。
　委託業務では今後、物価高、人材確保
の困難さから、委託業者の業務継続及び
委託料の高騰が課題である。ごみ出しが
困難な市民に対する安心サポート収集は
高齢者等からの評価・ニーズが高く、更
なる周知も必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)直営収集量
　令和７年度　7,801.1ｔ
　令和６年度　7,827.9ｔ
　令和５年度　7,849.9ｔ
　

(２)委託業者収集量
　令和７年度　60,994.2ｔ
　令和６年度　61,356.2ｔ
　令和５年度　61,960.6ｔ
　

決算額
(千円)

2,027,681 2,090,957 2,142,842
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
95.1 95.6

76.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　事業効率の向上に努め、事業手法の検
討や事務改善に取り組み、計画的な維持
管理を行っている。
　現在の事業費は適正であるが、設備の
経年劣化等により今後も事業費が増加す
る傾向にある。
　令和７年度から令和12年度まで、基幹
的設備機能回復工事を実施中。今後当工
場を含む廃棄物処理施設全体の建替えに
向けた協議、検討を進める必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

ごみ処理量
　令和７年度　94,249.73t
　令和６年度　96,615.34t
　令和５年度　97,397.76t

決算額
(千円)

1,908,707 2,441,619 2,312,333
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
79.1 77.3

資源循環エネルギーセンター管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

3/5



□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

大阪湾広域廃棄物埋立処分場整備

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 ごみ処理事業 所管部局 環境部

7 所管
室課

資源循環エネルギーセンター 事業名 大阪湾広域廃棄物埋立処分場整備事業

8 所管
室課

資源循環エネルギーセンター 事業名 資源循環エネルギーセンター延命事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　現在灰溶融処理により、埋め立て処分
場への搬入量は低く抑えられているが、
今後処分料金の上昇に伴い費用が増大す
る懸念がある。
　更に、当工場の基幹的設備機能回復工
事中は灰溶融処理量が低下し、埋め立て
処分場に持ち込む焼却灰量及び処分費が
増加するおそれがあるため、工事工程を
適切に管理し、処理体制への影響を最小
限に抑える必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)大阪湾広域廃棄物埋立処分場への埋立量
　令和７年度　3,107t
　令和６年度　3,188.4t
　令和５年度　5,457t

(２)普通建設事業費（大阪湾広域廃棄物埋立処分場整備事業）
　令和７年度　8,763千円
　令和６年度　6,580千円
　令和５年度　5,756千円

決算額
(千円)

5,756 6,580 8,763
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

ー

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

特になし。 今後の実施計画
の方向性・内容

継続

本施設は竣工から15年が経過し、各設備に機能低下が生じている。
本事業は、各設備の機能回復を図り、今後の安定的な運転管理を行
うために実施するものである。
　令和７年１０月よりプラント設備工事の詳細設計を開始した。

決算額
(千円)

ー ー ー
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
ー ー

資源循環エネルギーセンターの基幹的設備の機能回復

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

4/5



□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

破砕選別工場管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 ごみ処理事業 所管部局 環境部

9 所管
室課

破砕選別工場 事業名 破砕選別工場管理事業

所管
室課

事業名

事業概要

58.7

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　設備の老朽化対策として、基幹的改良
工事を実施し、主要な機器については更
新を実施したことで、適切にごみ処理が
出来ている。
　各機器や、日常の運転により消耗して
いく部品等については、点検を実施し適
宜メンテナンスを行うことで、故障によ
るごみ処理停止を未然に防止する必要が
ある。
　今後当工場を含む廃棄物処理施設全体
の建替えに向けた協議、検討を進める必
要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)ごみ処理量
　令和７年度　14235.21ｔ
　令和６年度　14685.01ｔ
　令和５年度　14627.80ｔ

(２)再生資源回収量
　令和７年度　7885.48ｔ
　令和６年度　8065.19ｔ
　令和５年度　7983.63ｔ

決算額
(千円)

554,956 572,026 796,063
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
69.0 68.2

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名

5/5



□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　建設後50年が経過し、施設の老朽化が
進んでいるため、早急な改善が必要であ
る。また、公共施設最適化計画の中で、
今後の方向性の検討が必要である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　業務グループ庁舎を適切に管理するために、機械警備業務、清掃
業務、樹木剪定業務を行った。
　庁舎を適切に維持するための修繕を行った。

　修繕件数
　　令和７年度　５件
　　令和６年度　６件
　　令和５年度　６件

決算額
(千円)

3,244 8,290 3,014
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

事業課業務グループ庁舎の維持管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

2 所管
室課

事業課 事業名 事業課業務グループ庁舎管理事業

事業概要

100.0

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　高浜神社内公衆便所は、昭和45年
(1970年)万博開催に伴い、市内に訪れる
方のために設置した。
　令和５年度に利用状況調査を実施し、
公衆便所と認知されていることが判明し
たため、市が公衆衛生の向上を目的とし
て適正な維持管理に努めることが必要で
ある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　高浜神社内の公衆便所を適切に管理するために清掃業務を行っ
た。

　清掃回数
　　令和７年度　154回
　　令和６年度　155回
　　令和５年度　155回

決算額
(千円)

252 274 277
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

高浜神社内公衆便所の維持管理

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 し尿処理事業 所管部局 環境部

1 所管
室課

事業課 事業名 公衆便所管理事業

1/2



□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

85.1

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

・し尿収集運搬業務は全面委託してお
り、公共下水道普及により収集戸数が減
少しているが、工事現場等の仮設トイレ
の収集等の需要が見込まれる。また災害
時に備えて、継続的で安定的な収集体制
の確保が必要である。
・浄化槽の清掃は、浄化槽清掃業許可業
者が行っているが、浄化槽を適正に使用
するために、保守点検、清掃及び法定検
査受検の啓発を続けることが必要であ
る。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

　し尿は、委託業者による汲取り世帯及び仮設トイレ等の収集運搬
を行った。
　浄化槽は、許可業者による浄化槽清掃汚泥等の搬入受入れを行っ
た。

（１）し尿収集量
　　　　令和７年度　412.70㎘
　　　　令和６年度　432.00㎘
　　　　令和５年度　475.13㎘

（２）浄化槽汚泥等収集量
　　　　令和７年度　1,323.71㎘
　　　　令和６年度　1,362.27㎘
　　　　令和５年度　1,409.11㎘

決算額
(千円)

33,209 32,860 32,635
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
85.7 85.6

事業概要

し尿の収集運搬、浄化槽清掃汚泥等の受入

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 し尿処理事業 所管部局 環境部

3 所管
室課

事業課 事業名 し尿収集運搬処理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成
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□

□ 有効性

■ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

□

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

決算額
(千円)

※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管
室課

事業名

事業概要

99.7

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　排出事業者への立入検査や建設現場等
へのパトロールを継続的に実施し、産業
廃棄物の適正処理を確保して、廃棄物処
理法等の目的である生活環境の保全に寄
与している。
　不法投棄等の不適正処理事案において
は、現場指導が重要であり、警察と連携
して指導する案件もあることから、警察
OBである会計年度任用職員の配置は、継
続して必要である。
　今後も府内及び近隣中核市との情報交
換を通じて、業務の効率化や事業費の適
正化を適宜図っていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)事業場等への立入検査数
令和７年度・・・延べ173件
令和６年度・・・延べ192件
令和５年度・・・延べ218件

(２)産業廃棄物管理票（マニフェスト）交付等状況報告書の受理数
令和７年度・・・2,167件
令和６年度・・・2,066件
令和５年度・・・2,030件

決算額
(千円)

4,972 5,796 5,717
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
99.6 99.6

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

産業廃棄物対策

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 産業廃棄物対策事業 所管部局 環境部

1 所管
室課

環境保全指導課 事業名 産業廃棄物対策事業

1/1



■

□ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

□

■ 有効性

□ 効率性

□ 公平性

■ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和７年度

施策コード 512 施策 資源を大切にする社会システムの形成

事業概要

再生資源集団回収実施団体に対する報償金交付、ごみ減量・再資源化啓発、廃棄物減量等推進員

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

管理事業 資源リサイクル事業 所管部局 環境部

1 所管
室課

環境政策室 事業名 ごみ減量・再資源化促進事業

2 所管
室課

環境政策室 事業名 資源リサイクルセンター管理事業

事業概要

83.8

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　新聞等の紙媒体の発行部数が減少する
など再生資源回収量は減少傾向にある。
また、子供会の解散等により登録団体数
も減少傾向にある。登録団体の解散時に
は、自治会等で取組を承継するように呼
びかけている。
　ごみ減量、再資源化に対する市民等の
自主活動を強化・拡大し意識の向上を
図っている。今後も、継続的な啓発活動
をする必要がある。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

(１)再生資源集団回収量及び交付額
　　令和７年度　回収量 4,815,332kg 交付額 33,707,324円
　　令和６年度　回収量 5,182,660kg 交付額 36,278,620円
　  令和５年度　回収量 5,593,526㎏ 交付額 39,154,682円
　
　
(２)ごみ減量・再資源化啓発
　・　食品ロス削減講習会の実施　１回
　・　事業者向けごみ減量講習会　１回
　・　市民向けごみ減量講習会　　２回
　・　フードドライブの実施　　　２回
　・　コンタクト空ケース回収　市内18施設以上で回収
　・　市民向け環境施設見学会　　３回

(３)廃棄物減量等推進員数（各年度末）
　　　令和７年度　257人
　　　令和６年度　268人
　　　令和５年度　272人
　

決算額
(千円)

39,573 36,698 40,799
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
100.0 100.0

99.2

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

　若年層を含めた吹田市民全体への認知
度の向上に向け、ＳＮＳ等のインター
ネットを活用した取組を強化する必要が
ある。
　現在、施設自体の魅力向上と、市民が
主体的に環境課題へ関心を持ち行動変容
につなげるため、センスアップ案を作成
し、各種取組みを行っている。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

（１）貸館利用状況
　令和７年度　貸館件数　557件、延利用者数　12,935人
　令和６年度　貸館件数　529件、延利用者数　13,377人
　令和５年度　貸館件数　666件、延利用者数　15,098人
　

（２）視察状況
　令和７年度　団体数　　76団体、視察者数　　5,279人
　令和６年度　団体数　　79団体、視察者数　　6,061人
　令和５年度　団体数　　77団体、視察者数　　5,272人
　
　
（３）工房運営状況
　令和７年度　見学者数　3,365人、実技指導数　2,936人
　令和６年度　見学者数　3,757人、実技指導数　3,295人
　令和５年度　見学者数　3,942人、実技指導数　3,459人
　

決算額
(千円)

51,672 50,388 51,372
※課題があるものは■

市民ニーズ、社会的役割

一般財源
の

比率(％)
98.9 99.5

資源リサイクルセンター管理（指定管理者施設管理）

活動実績 年度 Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ 評価の視点

所管室課 事業名 所管室課 事業名
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